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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンのロックを解除するための方法であって、
　少なくとも２つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうかを判定す
るステップであって、前記少なくとも２つのターゲットトラックの１つのエンドポイント
は、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは前記所定の１つの閉
じた領域の外周上にあるステップと、
　前記少なくとも２つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々
に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、前記タッチスクリーンの勾配に従って変
化する各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と一致するかどうかを重力感
知に従って検出するステップであって、前記所定の１つの閉じた領域の前記外周上の前記
エンドポイントは、各ターゲットトラックの前記ベクトルのスタートポイントとして使用
され、前記所定の１つの閉じた領域の中心と一致する前記エンドポイントは、各ターゲッ
トトラックの前記ベクトルのエンドポイントとして使用されるステップと、
　各ターゲットトラックの前記ベクトルが重力ベクトル方向とそれぞれ一致したとき、ロ
ックの解除を実行するステップであって、ユーザのロック解除操作が開始してから前記ユ
ーザの前記ロック解除操作が終了するまで前記重力ベクトル方向は変更されないままであ
る、ステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々
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に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、前記タッチスクリーンの勾配に従って変
化する各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と一致するかどうかを重力感
知に従って前記検出するステップが、
　前記少なくとも２つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々
に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラックの前記ベクトルが
前記重力ベクトル方向と一致するかどうかを前記重力感知に従って検出するとともに、各
ターゲットトラックの前記ベクトルが所定の位置であるかどうかを検出するステップを含
み、
　前記各ターゲットトラックの前記ベクトルが重力ベクトル方向とそれぞれ一致したとき
、ロックの解除を実行する前記ステップが、
　各ターゲットトラックの前記ベクトルが重力ベクトル方向と同じであり、かつ各ターゲ
ットトラックの前記ベクトルが前記所定の位置であるときに、ロックの解除を実行するス
テップを含む、請求項１に記載のタッチスクリーンのロックを解除するための方法。
【請求項３】
　前記所定の閉じた領域は円形の領域または楕円形の領域である、請求項１に記載のタッ
チスクリーンのロックを解除するための方法。
【請求項４】
　前記所定の閉じた領域は円形の領域であり、前記少なくとも２つのターゲットトラック
の１つのエンドポイントは所定の１つの円形の領域の円の中心と一致し、他のエンドポイ
ントは、前記所定の１つの円形の領域の円周上にある、請求項１または３に記載のタッチ
スクリーンのロックを解除するための方法。
【請求項５】
　前記所定の閉じた領域が楕円形の領域であるとき、１つの円形の領域の円周上のエンド
ポイントは、前記ターゲットトラックの前記ベクトルのスタートポイントとして使用され
、前記１つの円形の領域の円の中心と一致するエンドポイントは、前記ターゲットトラッ
クの前記ベクトルのエンドポイントとして使用される、請求項１または３に記載のタッチ
スクリーンのロックを解除するための方法。
【請求項６】
　少なくとも２つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうかを判定す
る前記ステップの前に、
　前記タッチトラックを取得するステップをさらに含む、請求項１に記載のタッチスクリ
ーンのロックを解除するための方法。
【請求項７】
　タッチスクリーンのロックを解除するための装置であって、
　少なくとも２つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうかを判定す
るように構成される判定ユニットであって、前記少なくとも２つのターゲットトラックの
１つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイント
は前記所定の１つの閉じた領域の外周上にある、判定ユニットと、
　前記少なくとも２つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々
に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、前記タッチスクリーンの勾配に従って変
化する各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と一致するかどうかを重力感
知に従って検出するように構成される検出ユニットであって、前記所定の１つの閉じた領
域の前記外周上の前記エンドポイントは、各ターゲットトラックの前記ベクトルのスター
トポイントとして使用され、前記所定の１つの閉じた領域の中心と一致する前記エンドポ
イントは、各ターゲットトラックの前記ベクトルのエンドポイントとして使用される、検
出ユニットと、
　各ターゲットトラックの前記ベクトルが重力ベクトル方向とそれぞれ一致したとき、ロ
ックの解除を実行するように構成されるロック解除ユニットであって、ユーザのロック解
除操作が開始してから前記ユーザの前記ロック解除操作が終了するまで前記重力ベクトル
方向は変更されないままである、ロック解除ユニットとを含む装置。
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【請求項８】
　前記検出ユニットは、前記少なくとも２つのターゲットトラックが存在し、かつ各ター
ゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、前記タッチスクリ
ーンの勾配に従って変化する各ターゲットトラックの前記ベクトルが前記重力ベクトル方
向と一致するかどうかを重力感知に従って検出するとともに、各ターゲットトラックの前
記ベクトルが所定の位置であるかどうかを検出するように特に構成され、
　前記ロック解除ユニットは、各ターゲットトラックの前記ベクトルが重力ベクトル方向
と同じであり、かつ各ターゲットトラックの前記ベクトルが前記所定の位置であるときに
、ロックの解除を実行するように特に構成される、請求項７に記載のタッチスクリーンの
ロックを解除するための装置。
【請求項９】
　前記所定の閉じた領域は円形の領域または楕円形の領域である、請求項７に記載のタッ
チスクリーンのロックを解除するための装置。
【請求項１０】
　前記所定の閉じた領域が円形の領域であるとき、前記少なくとも２つのターゲットトラ
ックの１つのエンドポイントは、１つの円形の領域の円の中心と一致し、他のエンドポイ
ントは、前記１つの円形の領域の外周上にある、請求項７または９に記載のタッチスクリ
ーンのロックを解除するための装置。
【請求項１１】
　前記所定の閉じた領域が円形の領域であるとき、１つの円形の領域の円周上のエンドポ
イントは、各ターゲットトラックの前記ベクトルのスタートポイントとして使用され、前
記１つの円形の領域の円の中心と一致するエンドポイントは、各ターゲットトラックの前
記ベクトルのエンドポイントとして使用される、請求項７または９に記載のタッチスクリ
ーンのロックを解除するための装置。
【請求項１２】
　前記タッチトラックを取得するように構成される取得ユニットをさらに含む、請求項７
に記載のタッチスクリーンのロックを解除するための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、発明の名称を“METHOD AND APPARATUS FOR UNLOCKING TOUCHSCREEN”として
２０１２年７月２日に中国特許庁に出願された、中国特許出願第201210225344.3号の優先
権を主張するものであり、これによりその全体が、参照として組み込まれる。
【０００２】
　本願発明は通信システムの分野に関し、特に、タッチスクリーンのロックを解除するた
めの方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　Ｇ－センサ(重力センサ)は、携帯電話におけるセンサであり、携帯電話の現在の加速度
または重力の方向を感知可能である。現在、Ｇ－センサ機能は、アンドロイド(Android)
スマートフォンにおける標準構成となっている。一方、Ｇ－センサ機能を使用してアンド
ロイドスマートフォンにおける様々なアプリケーションを実装することも非常に一般的で
ある。しかしながら、現在、重力感知技術を使用したタッチスクリーンのロック解除を実
装することにおいては、先行技術において未だギャップが存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本願発明の実施形態はタッチスクリーンのロックを解除するための方法および装置を提
供し、その結果、重力感知技術を使用したタッチスクリーンのロック解除を実装して、先
行技術におけるギャップを埋めるものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下は、本願発明の実施形態によって使用される技術的解決策である。
【０００６】
　タッチスクリーンのロックを解除するための方法であって、
　少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうかを判定す
るステップであって、少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンドポイントは、
所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つの閉じた領域
の外周上にあるステップと、
　少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々に所
定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベク
トル方向と同じであるかどうかを重力感知に従って検出するステップであって、所定の１
つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのスタート
ポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエンドポイントは、
ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用されるステップと、
　各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じとき、ロックの解除を実行
するステップとを含む方法。
【０００７】
　タッチスクリーンのロックを解除するための装置であって、
　少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうかを判定す
るように構成される判定ユニットであって、少なくとも１つのターゲットトラックの１つ
のエンドポイントは、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所
定の１つの閉じた領域の外周上にある
、判定ユニットと、
　少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが個々に所
定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベク
トル方向と同じであるかどうかを重力感知に従って検出するように構成される検出ユニッ
トであって、所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラック
のベクトルのスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致す
るエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される
、検出ユニットと、
　各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じとき、ロックの解除を実行
するように構成されるロック解除ユニットとを含む装置。
【０００８】
　本願発明の実施形態において提供される、タッチスクリーンのロックを解除するための
方法および装置に従えば、少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存
在するかどうかが最初に判定され、少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンド
ポイントは、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つ
の閉じた領域の外周上にあり、少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各タ
ーゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットト
ラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであるかどうかが次に重力感知に従って判定
され、所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベク
トルのスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエン
ドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。最後
に、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じとき、ロックの解除が実
行される。本願発明の実施形態は、重力感知技術を使用することによって、タッチスクリ
ーンのロック解除機能を実装し、重力感知を使用することによるタッチスクリーンのロッ
ク解除機能を実装することにおいて、先行技術におけるギャップを埋める。
【０００９】
　本願発明の実施形態における技術的解決策をより明確に説明するため、実施形態または



(5) JP 6252801 B2 2017.12.27

10

20

30

40

50

先行技術を説明するために必要とされる添付の図面が、以下に簡潔に導入される。明らか
に、以下の説明における添付の図面は、本発明の単なるいくつかの実施形態であり、当業
者であれば創造的な努力なしにこれらの図面に基づいて他の図面を得ることもできるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本願発明の実施形態１によるタッチスクリーンのロックを解除するため
の方法のフローチャートである。
【図２】図２は、本願発明の実施形態１によるタッチスクリーンのロックを解除するため
の装置の模式的構造図である。
【図３】図３は、本願発明の実施形態２によるタッチスクリーンのロックを解除するため
の方法のフローチャートである。
【図４】図４は、本願発明の実施形態２によるタッチスクリーンのロックを解除するため
の装置の模式的構造図である。
【図５】図５は、本願発明の実施形態２によるターゲットトラックのベクトルの模式図で
ある。
【図６】図６は、本願発明の実施形態２による３つのターゲットトラックのベクトルの模
式図である。
【図７】図７は、本願発明の実施形態２による無限の数のターゲットトラックのベクトル
のスタートポイントのトラックの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施形態における技術的解決策は、本発明の実施形態における添付の図面を参
照して、以下に明確に、かつ完全に説明される。明らかに、これから説明される実施形態
は、本発明の実施形態の全てではなく、ほんの一部である。本発明の一実施形態に基づい
て、創造的な努力なしに当業者が獲得した他の全ての実施形態は、本発明の保護範囲内に
入るべきである。
【００１２】
　本願発明の技術的解決策の利点をより明確にするため、添付の図面および実施形態を参
照して、本願発明を以下に詳細に説明する。
【００１３】
実施形態１
　本実施形態は、タッチスクリーンのロックを解除するための方法を提供する。図１に説
明するように、本方法は以下のステップを含む。
【００１４】
　１０１：少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存在するかどうか
を判定する。
【００１５】
　少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた
領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つの閉じた領域の外周上にある。こ
こで、所定の閉じた領域は、円、楕円、正方形、またはその他であってもよい。
【００１６】
　特に、所定の閉じた領域が円形の領域であるとき、少なくとも１つのターゲットトラッ
クの１つのエンドポイントは、１つの円形の領域の円の中心と一致し、他のエンドポイン
トは、１つの円形の領域の円周上にある。ここで、１つの円形の領域の円周上のエンドポ
イントは、ターゲットトラックのベクトルのスタートポイントとして使用され、１つの円
形の領域の円の中心と一致するエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエン
ドポイントとして使用される。
【００１７】
　１０２：少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが
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個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラックのベクトルが
重力ベクトル方向と同じであるかどうかを重力感知に従って検出する。
【００１８】
　所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトル
のスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエンドポ
イントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。
【００１９】
　１０３：各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じとき、ロックの解
除を実行する。
【００２０】
　タッチスクリーンがロック解除処理中であるとき、所定の閉じた領域の位置および所定
の重力ベクトルの方向は、常に変更されないままである。さらに、本願発明において提供
されるロック解除方法において、複数の閉じた領域は予め決められていてもよい。従って
、１つの閉じた領域だけが予め決められているときに操作の誤りのためユーザが誤って端
末のロックを解除してしまう問題が解消可能である。
【００２１】
　本実施形態は、タッチスクリーンのロックを解除するための装置を提供する。図２に示
すように、本装置のエンティティは、モバイル端末デバイスであってもよい。本装置は、
中央処理ユニット２１、入力デバイス２２、出力デバイス２３、およびメモリ２４を含む
。ここで入力デバイス２２、出力デバイス２３、およびメモリ２４は中央処理ユニット２
１に接続される。
【００２２】
　中央処理ユニット２１は、判定ユニット２１０１、検出ユニット２１０２、およびロッ
ク解除ユニット２１０３を含む。
【００２３】
　判定ユニット２１０１は、少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に
存在するかどうかを判定するように構成されてもよい。
【００２４】
　少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた
領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つの閉じた領域の外周上にある。こ
こで、所定の閉じた領域は、円、楕円、正方形、またはその他であってもよい。
【００２５】
　検出ユニット２１０２は、判定ユニット２１０１が少なくとも１つのターゲットトラッ
クが存在し、各ターゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応していること
を判定したときに、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであるか
どうかを重力感知に従って検出するように構成されてもよい。ここで、所定の１つの閉じ
た領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのスタートポイント
として使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエンドポイントは、ターゲッ
トトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。
【００２６】
　所定の１つの閉じた領域上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのスタ
ートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエンドポイント
は、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。
【００２７】
　検出ユニット２１０２が、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じ
であることを検出したとき、ロック解除ユニット２１０３は、ロックの解除を実行するよ
うに構成されてもよい。
【００２８】
　タッチスクリーンがロック解除処理中であるとき、所定の閉じた領域の位置および所定
の重力ベクトルの方向は、常に変更されないままである。さらに、本願発明において提供
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されるロック解除装置において、複数の閉じた領域は予め決められていてもよい。従って
、１つの閉じた領域だけが予め決められているときに操作の誤りのためユーザが誤って端
末のロックを解除してしまう問題が解消可能である。
【００２９】
　本願発明の実施形態において提供される、タッチスクリーンのロックを解除するための
方法および装置に従えば、少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存
在するかどうかが最初に判定され、ここで少なくとも１つのターゲットトラックの１つの
エンドポイントは、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定
の１つの閉じた領域の外周上にあり、少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、か
つ各ターゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲ
ットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであるかどうかが次に重力感知に従っ
て判定され、ここで所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットト
ラックのベクトルのスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と
一致するエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用
される。最後に、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じとき、ロッ
クの解除が実行される。本願発明の実施形態は、重力感知技術を使用することによって、
タッチスクリーンのロック解除機能を実装し、重力感知を使用することによるタッチスク
リーンのロック解除機能を実装することにおいて、先行技術におけるギャップを埋める。
【００３０】
実施形態２
　本実施形態は、タッチスクリーンのロックを解除するための方法を提供する。図３に示
すように、本方法は、以下のステップを含む。
【００３１】
　３０１：タッチトラックを取得する。
【００３２】
　３０２：少なくとも１つのターゲットトラックが、タッチトラック内に存在するかどう
かを判定する。
【００３３】
　少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた
領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つの閉じた領域の外周上にある。こ
こで、所定の閉じた領域は、円、楕円、正方形、またはその他であってもよい。
【００３４】
　特に、所定の閉じた領域が所定の円形の領域であるとき、少なくとも１つのターゲット
トラックの１つのエンドポイントは所定の１つの円形の領域の円の中心と一致し、他のエ
ンドポイントは、所定の１つの円形の領域の円周上にある。ここで、所定の１つの円形の
領域の円周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのスタートポイントと
して使用され、所定の１つの円形の領域の円の中心に一致するエンドポイントは、ターゲ
ットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。
【００３５】
　３０３：少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲットトラックが
個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラックのベクトルが
重力ベクトル方向と同じであるかどうかを重力感知に従って検出し、各ターゲットトラッ
クのベクトルが所定の位置であるかどうかを検出する。
【００３６】
　所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトル
のスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じた領域の中心と一致するエンドポ
イントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイントとして使用される。ターゲッ
トトラックのベクトルの方向は、タッチスクリーンの勾配に従って変化する。例えば、所
定の閉じた領域が円形の領域であるとき、１つのターゲットトラックのベクトルが図５に
示され、複数のターゲットトラックのベクトル、例えば、３つのターゲットトラックのベ
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クトルが、図６に示すように存在してもよい。
【００３７】
　３０４：各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであり、かつ各タ
ーゲットトラックのベクトルが所定の位置であるとき、ロックの解除を実行する。
【００３８】
　タッチスクリーンがロック解除処理中であるとき、所定の閉じた領域の位置および所定
の重力ベクトルの方向は、常に変更されないままである。さらに、本願発明において提供
されるロック解除方法において、複数の閉じた領域は予め決められていてもよい。さらに
、各ターゲットトラックのベクトルは、重力ベクトル方向と同じである必要があるだけで
はなく、各ターゲットトラックのベクトルが所定の位置にある必要があってもよい。従っ
て、１つの閉じた領域だけが予め決められているときに操作の誤りのためユーザが誤って
端末のロックを解除してしまう問題が解消可能である。
【００３９】
　特に、ユーザは、閉じた領域が落下する画像を再生することにより、デバイスのロック
解除が成功したことを通知されてもよい。
【００４０】
　本実施形態において提供されるタッチスクリーンのロックを解除するための方法は、有
限数のターゲットトラックのベクトルだけでなく、連続的に変化する無限の数のターゲッ
トトラックのベクトルにも適用可能である。
【００４１】
　本実施形態は、タッチスクリーンのロックを解除するための装置を提供する。図４に示
すように、装置のエンティティは、モバイル端末デバイスであってもよい。本装置は、取
得ユニット４１、判定ユニット４２、検出ユニット４３、およびロック解除ユニット４４
を含む。
【００４２】
　取得ユニット４１は、タッチトラックを取得するように構成されてもよい。
【００４３】
　判定ユニット４２は、少なくとも１つのターゲットトラックが、取得ユニット４１によ
って取得されたタッチトラック内に存在するかどうかを判定するように構成されてもよい
。
【００４４】
　少なくとも１つのターゲットトラックの１つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた
領域の中心と一致し、他のエンドポイントは所定の１つの閉じた領域の外周上にある。こ
こで、所定の閉じた領域は、円、楕円、正方形、またはその他であってもよい。
【００４５】
　特に、所定の閉じた領域が円形の領域であるとき、少なくとも１つのターゲットトラッ
クの１つのエンドポイントは、１つの円形の領域の円の中心と一致し、他のエンドポイン
トは、１つの円形の領域の円周上にある。ここで、１つの円形の領域の円周上のエンドポ
イントは、ターゲットトラックのベクトルのスタートポイントとして使用され、１つの円
形の領域の円の中心と一致するエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエン
ドポイントとして使用される。
【００４６】
　検出ユニット４３は、判定ユニット４２が少なくとも１つのターゲットトラックが存在
し、各ターゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応していることを判定し
たとき、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであるかどうかを重
力感知に従って検出するように構成されてもよい。
【００４７】
　検出ユニット４３は、少なくとも１つのターゲットトラックが存在し、かつ各ターゲッ
トトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき、各ターゲットトラック
のベクトルが重力ベクトル方向と同じであるかどうかを重力感知に従って検出し、各ター
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ゲットトラックのベクトルが所定の位置であるかどうかを検出するように特に構成されて
もよい。
【００４８】
　ロック解除ユニット４４は、検出ユニット４３が、各ターゲットトラックのベクトルが
重力ベクトル方向と同じであることを検出したときにロックの解除を実行するように構成
されてもよい。
【００４９】
　ロック解除ユニット４４は、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同
じであり、各ターゲットトラックのベクトルが所定の位置であるとき、ロックの解除を実
行するように特に構成されてもよい。
【００５０】
　本実施形態において提供されるタッチスクリーンのロックを解除するための方法および
装置は、有限数のターゲットトラックのベクトルだけでなく、無限の数の連続的に変化す
るターゲットトラックのベクトルにも適用可能である。この場合、無限の数のターゲット
トラックのベクトルのスタートポイントは、図７に示すような連続的なカーブを形成して
もよい。
【００５１】
　本願発明の実施形態において提供される、タッチスクリーンのロックを解除するための
方法および装置に従えば、少なくとも１つのターゲットトラックがタッチトラック内に存
在するかどうかが最初に判定される。ここで、少なくとも１つのターゲットトラックの１
つのエンドポイントは、所定の１つの閉じた領域の中心と一致し、他のエンドポイントは
所定の１つの閉じた領域の外周上にある。また、少なくとも１つのターゲットトラックが
存在し、かつ各ターゲットトラックが個々に所定の１つの閉じた領域に対応しているとき
、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と同じであるかどうかが次に重力
感知に従って検出される。ここで、所定の１つの閉じた領域の外周上のエンドポイントは
、ターゲットトラックのベクトルのスタートポイントとして使用され、所定の１つの閉じ
た領域の中心と一致するエンドポイントは、ターゲットトラックのベクトルのエンドポイ
ントとして使用される。最後に、各ターゲットトラックのベクトルが重力ベクトル方向と
同じとき、ロックの解除が実行される。本願発明の実施形態は、重力感知技術を使用する
ことによって、タッチスクリーンのロック解除機能を実装し、重力感知を使用することに
よるタッチスクリーンのロック解除機能を実装することにおいて、先行技術におけるギャ
ップを埋める。
【００５２】
　本願発明の実施形態において提供されるタッチスクリーンのロックを解除するための装
置は、上述の方法の実施形態を実装可能である。特定の機能についての詳細は、本方法の
実施形態における説明を参照されたく、ここでは繰り返し説明しない。本願発明の実施形
態において提供されるタッチスクリーンのロックを解除するための方法および装置は、通
信システムの分野に適用可能であるが、これに限定されない。
【００５３】
　当業者は、実施形態における方法の処理の全部または一部が関連するハードウェアに命
令するコンピュータプログラムによって実施されてもよいことを理解することができる。
プログラムは、コンピュータが読み取り可能な記憶媒体に記憶されてもよい。プログラム
が実行されるとき、実施形態における方法の処理が実行される。記憶媒体は、磁気ディス
ク、光ディスク、リードオンリーメモリ(Read-Only Memory：ROM)、ランダムアクセスメ
モリ(Random Access Memory：RAM)などであってもよい。
【００５４】
　前述の内容は本発明の単なる特定の実施形態であり、本発明の保護範囲を限定すること
を意図していない。本発明によって開示された技術範囲内で当業者によって容易に理解さ
れる変形または置換は、全て本発明の保護範囲内に含まれるべきである。従って、本発明
の保護範囲は特許請求の範囲の保護範囲に従うべきである。



(10) JP 6252801 B2 2017.12.27

10

【符号の説明】
【００５５】
　　２１　中央処理ユニット
　　２２　入力デバイス
　　２３　出力デバイス
　　２４　メモリ
　　２１０１　判定ユニット
　　２１０２　検出ユニット
　　２１０３　ロック解除ユニット
　　４１　取得ユニット
　　４２　判定ユニット
　　４３　検出ユニット
　　４４　ロック解除ユニット

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(11) JP 6252801 B2 2017.12.27

【図５】 【図６】

【図７】



(12) JP 6252801 B2 2017.12.27

10

フロントページの続き

    合議体
    審判長  新川　圭二
    審判官  千葉　輝久
    審判官  山澤　宏

(56)参考文献  特開２０１２－７３６６２（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２０１１／１５８７６８（ＷＯ，Ａ１）
              特開２０１２－４９８７２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F3/01


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

